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機能表現のレキシカルプロファイリングの⼿法と
検索インターフェースの開発
プラシャント ・ パルデシ 理論 ・対照研究領域

機能表現とは

語は、⽂を構成する基本単位であり、実質的な内容を表す内容語と統語的関係を表す機能語に⼤別することができます。⽇本語では、動詞、形容

詞、名詞、副詞などが内容語に相当し、助詞、助動詞が機能語に相当します。しかし、⽇本語にはこれ以外に、「〜なければならない」、「〜たこと

がある」など、複数の語が組み合わさって機能語としての役割を果たす複合辞が数多く存在します。機能表現とは、統語的関係を表す機能語と複合

辞を合わせた総称です。

とは

NLB は、国語研の現代⽇本語書き⾔葉均衡コーパス（BCCWJ）を検索するためのツール

です。レキシカルプロファイリングという⼿法に基づいて、内容語の振る舞いを調べるこ

とができます。例えば、「お茶」という名詞を調べると、「お茶を」の後にはどのような動

詞が来るか、つまり、「お茶」を⽬的語にとる動詞にはどのようなものがあるかを調べる

ことができます。

右図は、NLB で「お茶を」に続く動詞を調べている画⾯です。「お茶を飲む」が最も多く、

そのほかに「お茶を⼊れる」、「お茶を濁す」、「お茶をする」などの表現が多いことが分か

ります。このように、レキシカルプロファイリングの⼿法を⽤いると、語と語の結びつき

（これをコロケーションといいます）を簡単に調べることができます。

の機能表現プロファイリング

NLB では、これまで内容語の振る舞いが分かるプロファイリングを提供してきましたが、機能表現の振る舞いを明らかにするためのプロファイリ

ングの⼿法や検索インターフェースの開発も進めています。

機能表現のプロファイリングがどのようなものなのか、実

例を挙げてみましょう。「そのように感じる、振る舞う」と

いう意味を表す機能表現に「〜がる」があります。「知りた

がる」のように動詞が続く場合、「欲しがる」のようにイ形

容詞が続く場合、「いやがる」のようにナ形容詞が続く場合

がありますが、まず最初にこれらの後続する品詞から⼀つを

選びます。ここでは、［動詞接続］を選んでみましょう。す

ると、中央のパネルに、「動詞＋がる」に続く機能語も含め

たパターンが表⽰されます。さらに、中央のパネルの「〜

したがる」をクリックすると、右のパネルにコーパスに現

れる実例を確認することができます。

このツールでは、現在、初級レベルに相当する機能表現約 80 種類のプロファイリングを検索することができます。ただし、暫定版につき、検索で

きるのは、BCCWJ コーパスの図書館・書籍サブコーパス（約 2933 万語）に限定されています。

詳しくは http://nlb.ninjal.ac.jp にアクセス
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